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研究成果の概要（和文）：慢性の広範囲痛および慢性の限局痛と家族機能の関係における差異を検討した。慢性
の限局痛患者に比べ、慢性の広範囲痛患者は「役割」と「情緒的関与」における機能が低かった。本研究で慢性
の広範囲痛患者の家族機能は慢性の限局痛患者くらべより適応的でない家族機能を有していることを示した。
幼少期の養育と成人後の慢性疼痛の重症度の間の関係について検討した。1)慢性疼痛のない一般住民、2）慢性
疼痛のある一般住民、3）外来慢性疼痛患者、4）入院慢性疼痛患者の4つの群において両親のケアと過干渉を比
較した。両親とも望ましくない養育スタイル（低ケアと過干渉）の頻度は１）群から４）群まで段階的に優位に
増加した。

研究成果の概要（英文）：We investigated possible differences in the relation of chronic wide spread 
pain (CWP) and chronic localized pain (CLP) to family functioning. Compared to patients with CLP, 
patients with CWP showed a lower functional status for "Roles" and "Affective Involvement". This 
study shows that the families of patients with CWP have poorer family functioning than those with 
CLP.
We examined the association between parenting during childhood and the severity of chronic pain in 
adulthood. We compared parental care and overprotection in four groups; 1) community-dwelling 
subjects without chronic pain, 2) community-dwelling subjects with chronic pain, 3) outpatients with
 chronic pain, and 4) inpatients with chronic pain. The frequency of the adverse paternal or 
maternal parenting style (low care and overprotection) significantly increased through the hierarchy
 of the categories.

研究分野： 慢性疼痛

キーワード： 慢性疼痛　広範囲痛　限局痛　養育スタイル　ケア　過干渉　家族機能

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
慢性疼痛において、心理的要因がその発症、
重症度、悪化、持続に対して重要な役割を果
たしていることは、すでに定義にも加えられ
ており、コンセンサスを得ているところであ
る。臨床的には、難治の慢性疼痛患者の心理
的・社会的特性として、不適切な養育スタイ
ルや虐待による幼少期の苦悩体験により怒り
や敵意といった否定的感情が蓄積されている。
そのため日常生活ストレスにより喚起される、
怒りや敵意に対しても意識化できずに、強迫
的に過活動を行う事により身体症状が持続増
悪し、結果として、これらが痛みと相関して
いることが考えられる。また、臨床的には、
疼痛患者群は対人的な安全感や信頼感が十分
獲得されておらず、人間不信や医療不信など
といった交流不全を来して治療の妨げになる
ことが多い。慢性疼痛患者における人生早期
の養育の関連を調べることはこれらのメカニ
ズム解明につながる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
慢性疼痛の患者を対象とし、両親の養育態度、
心理特性、疼痛強度、他覚的疼痛閾値、自律
神経機能、各種内分泌物質について測定し、
慢性疼痛における養育スタイルと生物心理社
会的メカニズムの解明を目的とする。 
 
３．研究の方法 
当初は、九州大学病院心療内科外来を初診し
た慢性疼痛患者群を対象とする。 
治療開始前に医学的評価、被養育体験と現在
の対人信頼感の質問紙による評価、痛み関連
の質問紙を行う。自律神経機能測定による他
覚的、定量的な評価を行う。また疼痛に影響
を及ぼす因子として、年齢、性別、経済状況、
教育年数、不安、抑うつ、その他の精神症状、
失感情症、ＱＯＬについても質問紙で評価す
る。質問紙は以下の妥当性が証明されている
ものを用いる。 
 
PBI (Parental Bonding Instrument)：母親お
よび父親の養育態度に関する尺度。患者の被
養育体験に関する尺度。 
TAS-20 (the 20-item Toronto Alexithymia 
Scale)：失感情傾向の尺度。感情同定困難、
感情伝達困難、外的思考の3 つの下位尺度か
らなる。 
PCS (Pain Catastrophizing Scale)：破局的
思考の尺度。反芻、無力感、拡大視の3 つの
下位尺度からなる。 
BPI (Brief Pain Inventory)：簡易疼痛質問
票。痛みの強度、生活への影響を測定。 
CES-D (Center for Epidemiologic Studies 
Depression)：抑うつ尺度についての質問紙。 
STAI (State Trait Anxiety Inventory)：不
安尺度についての質問紙。 
HADS (Hospital Anxiety and Depression 
Scale): 外来患者用不安抑うつ尺度。 
SF-MPQ (the Short-Form of McGill Pain 

Questionnaire)：短縮版マギル痛み質問紙。
痛みの活性度、性質を測定。 
PPI (Present Pain Intensity)：現在の痛み
強度。 
VAS (Visual Analog Scale)：痛みに対する自
覚尺度や対人信頼感尺度など。 
PDAS (Pain Disability Assessment Scale)：
疼痛の生活障害評価尺度。社会的活動、日常
生活動作、腰部を使う動作。 
SCL-90-R (Symptoms 
Check-List-90-Revised)：身体症状、強迫症
状、対人過敏、抑うつ、不安、敵意、恐怖性
不安、妄想様観念、精神病性症状の傾向を評
価。 
POMS (Profile of Mood States-Brief Form)：
緊張、抑うつ、怒り、活気、疲労、混乱の６
尺度から気分や感情の状態を評価。 
 
４．研究成果 
①慢性疼痛の重症度と幼少期の両親の養育
スタイルの差異についての検討 
【方法】対象者は性・年齢をマッチさせた地
域一般住民で、痛みのない群（以下、一般健
常群：n=114）、6カ月以上続く慢性疼痛をも
つ群（一般疼痛群：n=114）、九州大学病院心
療内科外来の慢性疼痛患者群（外来群：n=57）、
同入院患者群（入院群：n=57）の 4 群とし、
Parental Bonding Instrument (PBI)にて 16
歳までの両親の養育スタイル（ケア・過干渉）
を評価。養育スタイルの頻度の解析はロジス
ティック回帰分析を行い、婚姻状況、教育年
数、痛み強度で調整。 
【結果】「低ケア/過干渉」の養育パターンを
有するオッズ比は、一般健常群を対照とし、
父親では一般疼痛群1.44 (95%CI:0.74-2.82)、
外来群 2.35 (1.10-5.02)、入院群 3.66
（1.77-7.57）、母親では一般疼痛群 1.82
（0.88-3.81）、外来群 2.99（1.33-6.73）、入
院群 3.49（1.56-7.77）だった。傾向性の検
定は p<0.01 で有意であった。 
【結論】「低ケア/過干渉」な両親の養育スタ
イルは慢性疼痛が重症になるにつれ多くな
っていた。以上から、幼少期の両親の養育ス
タイルが慢性疼痛の重症化に関連している
ことが示唆された。 
 
②慢性疼痛患者における身体的・心理的機能
障害と家族機能の関連の検討 
【方法】対象は慢性の疼痛を主訴に九州大学
心療内科初診した 209 名。痛みによる生活機
能障害をPain Disability Assessment Scale、
抑うつ症状を Center for Epidemiologic 
Studies Depression scale、痛みの破局化を
Pain Catastrophizing Scale、現在の家族機
能を family Assessment Device（6 つの下位
尺度：問題解決、意思疎通、役割、情緒的反
応、情緒的関与、行動統制）を用いて評価し
た。生活機能障害および抑うつ症状を目的変
数として、家族機能を説明変数とし、年齢・
痛み持続期間・痛みの破局化を調整因子とし



て重回帰分析を男女で層別化し、それぞれに
つき実施。 
【結果】男性においては、痛みの破局化で調
整前は「意思疎通」と生活機能障害、「情緒
的関与」と抑うつ症状の間で有意な関連が見
られた。痛みの破局化で調整後、前者の関連
は有意に残り、後者の関連は消失した。女性
においては痛みの破局化で調整前は、「情緒
的関与」と生活機能障害および抑うつ症状と
関連がみられた。痛みの破局化で調整すると、
いずれも有意な関連は消失した。 
【結論】慢性疼痛患者の身体的・心理的機能
において、家族機能が関連しており、その関
連は男女差がみられ、一部は痛みの破局化が
媒介している可能性が示唆された。 
 
③慢性の広範囲痛および慢性の限局痛と家
族機能の関係における差異を検討。 
【方法】九州大学病院心療内科外来の慢性疼
痛患者 201 名（限局痛：n=126、広範囲痛：
n=75）。現在の家族機能を family Assessment 
Device（6 つの下位尺度：問題解決、意思疎
通、役割、情緒的反応、情緒的関与、行動統
制）を用いて評価した。家族機能の各下位尺
度と痛みの範囲（広範囲痛 vs 限局痛）の関
連を検討するために広範囲痛のオッズ比を
ロジスティック回帰分析を用いを算出した。
人口統計学的変数、痛みの強さ・持続期間、
生活機能障害、不安・抑うつ、痛みの破局化
で調整した。 
【結果】広範囲痛の頻度の上昇はより低い
「役割」機能（オッズ比 2.38, 
95%CI:1.21-4.65）、より低い「情緒的関与」
機能（オッズ比 2.86, 95%CI:1.56-5.24）と
関連していた。 
【結論】慢性の限局痛患者に比べ、慢性の広
範囲痛患者は「役割」と「情緒的関与」にお
ける家族機能が低かった。 
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